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イノベーション循環 - 論点 -

論点１
イノベーションの「担い手」と「支え手」の役割とは

１．新たな産業を生み出し、経済社会構造を変革するようなダイナミックなイノベーションを生み出していく「担い手」は
どのような主体か。そのような担い手のイノベーションを促す「支え手」はどのような役割を果たしうるか。

２．イノベーションにつながるアイディア創造・技術開発を促し、それを製品・サービス開発に繋げるためには何が必要か。

３．技術開発等から生み出された製品・サービス等（新たな価値）を事業化し、社会・顧客に普及・浸透させ、対価獲得、市場
創造につなげるためには何が必要か。

４．イノベーションを通じて国や世界全体で取組むべき経済社会課題（＝ミッション：GX、DX、経済安全保障、資源循環等）
を解決するためには何が必要か。

論点３
市場を創造し、対価を獲得するためには

新たな価値の創造

(製品・サービス等)

技術・

アイディア

社会実装
(社会・顧客への普及・浸透
→市場創造、対価獲得)

社会課題の解決
(ミッション実現)
例：CN、資源循環 等

論点２
イノベーションにつながる技術開発等とは

論点４
ミッションを実現するイノベーションとは

0
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- 論点２ - オープンイノベーションと戦略的クローズドイノベーション

イノベーションにつながるアイディア創造・技術開発を促し、

それを製品・サービス開発に繋げるためには何が必要か。

0

オープンイノベーション ”戦略的”クローズドイノベーション

論点１
イノベーションの「担い手」と「支え手」の役割とは

論点３
市場を創造し、対価を獲得するためには

新たな価値の創造

(製品・サービス等)

技術・

アイディア

社会実装
(社会・顧客への普及・浸透
→市場創造、対価獲得)

社会課題の解決
(ミッション実現)
例：CN、資源循環 等

論点２
イノベーションにつながる技術開発等とは

論点４
ミッションを実現するイノベーションとは
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オープンイノベーション事例① （ M i t s u b i s h i  E l e c t r i c  R e s e a r c h  L a b s :  M E R L ）１

https://www.merl.com/

1991年設立（マサチューセッツ州ケンブリッジ）

研究領域：
⚫ モデリング＆シミュレ－ション
⚫ 信号処理
⚫ 制御
⚫ 最適化
⚫ ＡＩ
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オープンイノベーション事例① スターサイエンティスト (※ )との距離１

地図データ©Google.com

ハーバード大学

MIT

MERL

(※) 牧兼充, イノベーターのためのサイエンスとテクノロジーの経営学, 東洋経済, 2022
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オープンイノベーション事例① 「知」の集積地に立地する意味１

https://www.merl.com/

MITなどトップ大学から多数のインターンシップ、ポスドク、客員教授が応募、集結
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オープンイノベーション事例② オープン・テクノロジーバンク１

https://www.mitsubishielectric.co.jp/corporate/chiteki/otb/index.html
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オープンイノベーション事例② オープン・テクノロジーバンク１

https://www.mitsubishielectric.co.jp/corporate/chiteki/otb/index.html

知的財産を“他社連携ツール”として積極活用し、協業機会を創出
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オープンイノベーション事例② オープン・テクノロジーバンク１

https://www.mitsubishielectric.co.jp/corporate/chiteki/otb/index.html

各種課題の解決に貢献する技術を、さまざまな業界・領域にライセンス提供

例
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オープンイノベーション事例② オープン・テクノロジーバンク１

https://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2022/1221-a.html

循環型社会の実現に貢献する技術活用事例

花王様では日用品プラスチック製品のリサイクルにおいて、数種類のプラスチック

素材が混ざっているものを高純度で選別して回収率を向上させることが大きな課題
課題

解決策 当社の家電リサイクルで培ったプラスチック選別ノウハウの適用検討。

混合プラスチック高度選別技術の有効性確認の実証実験を開始（22年12月）。

花王三菱電機

プラスチック製品
循環利用

家電リサイクル分野
のノウハウ

当社の家電リサイクル分野で適用

しているプラスチック

高度選別技術を活用
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“戦略的”クローズドイノベーション２

オープンイノベーション ”戦略的”クローズドイノベーション

例えば エマージングテクノロジー研究で日本は米欧中に後れていると言われているのはなぜか？

⚫ オープンイノベーションを標榜するだけでは機微な情報を扱えず表面的な共同研究で終わる

⚫ 米欧中は、機微情報をしっかり扱える共同研究の仕組みを持つことで、

エマージングテクノロジー起点でミッション指向(社会課題解決)のイノベーションを起こしている

その仕組みとは、いうなれば”戦略的”クローズドイノベーションではないだろうか？
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Google

世界規模の「地経学的な環境変化」に機敏に対応

・CSTIの「安心・安全の実現に向けた科学技術・イノベーションの方向性」を支持
⇒ エマージングテクノロジーへの嗅覚を高める（「知る」機能の強化）
⇒ 投資対象を絞り他国と補い合う戦略も必要

・課題解決先進国として、国際的な制度・規制作りを先行

IBM
AI

量子計算機

ドローン、ロボット

高機能素材、材料

半導体IC、LSI

インターネット
GPSシステム

・科学技術に色はなく、素材、サイバー、AI等の応用分野が広がる中、その一つである
防衛への転用のみを特別に警戒することは産業競争力にも影響

・技術の多用途性のもとで、先端技術開発の推進を図る
・海外との国際連携については注意深い取組みが必要 技術の多用途性

戦略に基づいたエマージングテクノロジーへの取組

第6期科学技術基本計画に対する提言（ 2 0 2 0年 2月）２
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CO C Nにおける議論２

2020年9月「エマージングテクノロジー研究会」発足

各国のエマージングテクノロジー戦略や経済安全保障を前提とした研究開発の在り方を議論。

2022年8月、東工大 益学長から「オフキャンパス構想」提案

既存のオンキャパスはセキュリティ確保が難しく、企業との共同研究が本格化しない。
エマージングテクノロジーに係る研究を安心して行うため、
オンキャンパスとは独立にセキュリティを強化した研究環境（オフキャンパス）を構築できないか。

2022年9月、「オフキャンパス研究懇談会」開催（事務局：COCNエマージングテクノロジ研究会）

産・学でオフキャンパスの必要性について意見交換。重要性で認識が一致。
産・学に対して実施したアンケートから「産⇔学」双方と「国」への要望と課題を整理。
「オフキャンパス構想」実現に向けたコンセンサス醸成にむけた活動を開始。
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企業

① 研究分野は経済安全保障関連が中心（宇宙、エネルギー、半導体、量子、AI等）
② オフキャンパスにより研究者の安全を含むセキュリティ環境を確保（情報セキュリティ部門による管理）
③ 研究開発成果は原則公開。ただし、例外的な対応も必要なケースがある(知財マネジメント部門によ る管理）
④ 研究者は複数の大学から参画し、運営は一大学に委託（アドミニストレーション部門による管理）

学会における

研究成果発表
IES オフキャンパス

研究者の参加が可能

オフキャンパス研究所構想

大学キャンパス

出典：益一哉, 第一回オフキャンパス研究懇談会, 2022年9月22日

教員・研究者の参加が可能

学生の参加が可能

２
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論点２ もうひとつのポイント

イノベーションにつながるアイディア創造・技術開発を促し、

それを製品・サービス開発に繋げるためには；

３

論点１
イノベーションの「担い手」と「支え手」の役割とは

論点３
市場を創造し、対価を獲得するためには

新たな価値の創造

(製品・サービス等)

技術・

アイディア

社会実装
(社会・顧客への普及・浸透
→市場創造、対価獲得)

社会課題の解決
(ミッション実現)
例：CN、資源循環 等

論点４
ミッションを実現するイノベーションとは

論点２
イノベーションにつながる技術開発等とは

意味的価値機能的価値 ≦
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競争軸の変化

これまでの競争軸 これからの競争軸

日本企業が長いあいだ追求してきた戦略

“競合より少しでも速く（高機能・高性能）”

高機能・高性能なモノであふれる現在

“共感・感動・魅了されるサービスを”

３
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求められる価値が変わってきた

≦

（役に立つ） （意味がある）

延岡健太郎「意味的価値の創造:コモディティ化を回避するものづくり,” 国民経済雑誌, 194, 2006.

山口周, “ビジネスの未来 エコノミーにヒューマニティを取り戻す,” プレジデント社, 2019.

意味的価値機能的価値

日本企業が長いあいだ追求してきた戦略

“競合より少しでも速く（高機能・高性能）”

高機能・高性能なモノであふれる現在

“共感・感動・魅了されるサービスを”

３
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意味的価値の具体例 「青空照明」

18https://www.mitsubishielectric.co.jp/business/biz-t/special/metoa/hope-for-universe/index.html

光技術の研究者 「見上げた空そのままの照明ができないか？」

３
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研究者が着目した物理現象

19https://www.mitsubishielectric.co.jp/ldg/ja/lighting/products/fixture/misola/

空が青く見える原理「レイリー散乱」 「レイリー散乱」を照明器具として忠実に再現

３
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そして「意味的価値」製品が誕生した

20https://dl.mitsubishielectric.co.jp/dl/ldg/wink/ssl/wink_doc/m_contents/doc/FREE_PARTS/2111misolapa.pdf?_fsi=UDz3vA2U

３
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青空照明＝意味的価値

21https://www.mitsubishielectric.co.jp/ldg/ja/lighting/products/fixture/misola/

空間の照度を上げる機能・性能（機能的価値）だけなら、普通の照明の方がよほど明るい
しかし「青空照明」には、心に癒しや安らぎ・共感を与え、人を魅了する「意味的価値」がある

３
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まとめ

論点２ イノベーションにつながるアイディア創造・技術開発を促し、

それを製品・サービス開発に繋げるためには何が必要か。

４

オープンイノベーション ”戦略的”クローズドイノベーション

意味的価値機能的価値 ≦




